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サーファーです



会場の中に 
サーファーはいますか



サーファーについて



サーファーには 
必要な情報がある



サーフポイントの位置



地形,気象状況によって 
変化する波の特性



では少しサーファーに
ついてしれたので
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必要な情報をまとめて 
記録できるサービスがない



ないなら作ってしまおう



それが 
NAMI LOGです
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火

月

木

水

金

土

日

•マージ・調整 
• デモ会
•振り返り 
•プランニング

•ミーティング 
•モブプロ

•リ モート　
開発

•リモート　
開発
•進捗確認
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誰のためのサービスを
開発するのか
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イマジナリーユーザで
開発を行っていました
イマジナリーユーザ == 開発者が想定するユーザ像



イマジナリーユーザの
ためのサービス



ユーザの意見がない 
↓  

ユーザの課題が解決しない



ユーザが利用しない 
サービスになってしまった

!24



イマジナリーユーザと 
実際のユーザとのずれ
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レビューからユーザの
課題を明確にする
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ユーザの 
ためのサービス



Finish


